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緒 言

子宮頸 部 は主 として結 合組 織 か ら構 成 され て

お り妊娠 末期 に は軟化 して伸展 性 が ま して胎 児

の通過が容 易 に な る。妊 娠 末期 の子 宮 頸部 では

組 織学的 にはcol1agen線 維 の離開 と細 網 線維化

そ して基 質の 著明 な拡 大が 認 め られ てお り,ま

た生 化学 的に は頸部 のcollagen量 の減 少.頸 部

水分 量の 増加 お よびglycosaminoglicansの 増

加 が知 られて い る.た とえば, Danforth et al1

は分 娩時 の ヒ ト子 宮頸部 でcollagenの 減 少 と

glycosaminoglicansの 増 加 を認め さらに基 質 内

の非collagen性 蛋 白の 増加 を推 測 し,平 川2)は

ヒ ト軟化 頸部 で 中性 塩可 溶性 蛋 白の増 量す るこ

とを見出 し,組 織 中の 蛋 白の可 溶化 が伸 展 性 の

増加 と重要 な関 連 を もつ と推測 して いる.し か

しこれ らはいつ れ もヒ ト頸 管 を材料 に してい る

ため,主 として非妊 娠時 と分娩 前後 に 限 られ て

お り,妊 娠 経過 に伴 う変 化 あ るい は頸部 伸 展性

との 関連 にお いて検 討 した報 告 は 見 当 らない.

畝木3)に よる とラ ッ トでは.頸 部伸 展性 の 変化

は妊 娠13日 目頃 よ り現われ,妊 娠 経過 と共 に 急速

に増加 し分娩 直 後に最 大 値 に達 す る とい う。 そ

こで著者 は この伸 展性 の 変化 に 頸部 蛋 白量 の変

化, collagen量 の変 化 あるいは 頸部 ア ミノ酸組

成比の変 化が 如何 な る関 連 を有 す るか を明 らか

にす る 目的 で,妊 娠 各時期 の ラ ッ ト子宮 頸 部 に

ついて検討 した ので報 告 す る.ま た子宮 頸 部 を

柔軟化 し伸 展性 を増す とい われ るestriolを 妊

娠15日 目ラ ッ トに投与 し,そ の 変化 につ いて も

検討 した.

実 験 方 法

実験 に は全 て体 重150～180gのWistar系vir

gin ratを 用 いた.照 明 を7時 か ら21時 迄14時 間

とし,充 分 な水 と固型 飼 料(オ リエ ンタル 酵母

工 業KK)給 与 の下 に飼 育 し実 験 に供 した.妊 娠

日数 は, estrusの 膣分 泌 物 中に精 子 を認 め た 日

を 妊 娠零 日,翌 日を妊 娠1日 目 と した.エ ー

テ ル麻 酔下 に 開復 し腟.子 宮 をひ とま とめ に摘

出 した後す ばや く子宮 頸 部 を切 断 し(図1)頸

図1 ラ ッ ト子宮頸部の切断部位

管 を開 きガ ラス片 に て 内膜 及び粘 液 を擦 過 除 去

した もの を実験 材 料 と した.使 用薬 剤 のestriol

は1mg/kgを 背 部 皮下 に 注射 した.

a)子 宮 頸部 蛋 白量

摘 出 した組 織 は湿重 量 を測定 後, 2meの 冷 水

を加 えて ガ ラス製 ホモ ジナ イザ ー を用 い氷 中で

磨 砕 し,蛋 白量 をBiuret法4)で 測 定 した.懸 濁
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は15,000r.p.m.15分 間冷 却遠 沈 除去 し.そ の上

澄 を 日立124型Spectro-photometerで550 mμ

比 色定 量 した.ま た磨砕 した試 料 にIN NaOH

を加 え溶解 した後 測定 したもの を総蛋白量 とした.

b)中 性塩 可 溶性 蛋 白量

組 織 を細切 後.ア セ トンで数 回脱 水 つ いで メ

タ ノー ル.ク ロ ロホル ム混 合液(1:1)で 数 回

脱 脂 し冷 アセ トン中で氷 冷下 ガ ラス製 ホ モ ジナ

イザー で磨 砕 し次 いで五 酸 化燐 を入れ た減 圧 デ

シケー ター で20時 間乾燥 脱 水 し重 量 を測定 した.

この脱 脂 乾燥 した組 織 に0.45M NaClを 含む0.1

M　phosphate buffer(pH 7.0)を 加 えて膨潤 させ

その懸 濁 液 を4℃24時 間振 盪 した 後13,500r.p.m.

 30分 間 超遠 沈 した.得 られた上 澄 を水 で24時 間

透 析後 、一 定 量 をLowry変 法5)で 定 量 した.

尚 蛋 白質の 電気 泳動 は, Davis6)の デ ィスク電

気 泳動 法 で行 っ た.7%ポ リア ク リル ア ミ ドを

泳 動 ゲル とし, pH 8.7～9.0, 1検 体 に つ き2

mA通 電, 1～1.5時 間電 気泳動 を行 っ た.染 色

はア ミ ドブ ラ ッ ク10Bで 約20分 間行 い,10%酢

酸 で脱 色 した.

c)全 ア ミノ酸 組織

摘 出 した組 織 をア セ トン ・ドラ イア イス で急

速 凍結 後. Hirs et al7)の 方 法 を一部改 変 して調

整 した.す なわ ち凍結 乾 燥 した約5mgの 試料 を

再 蒸溜 した6N HCl 1mlと 共 に加 水 分解 用 試験

管 に入れ,真 空 ポ ンプ で脱気 後110℃ ±1℃, 22

時 間加 水 分解 した.次 いで45℃ 以下 に 温度 調節

された ロー タ リーエ バ ボ レー ター で略 乾 固す る

まで減圧 濃縮 し, pH 2.2, 3meに 定 容,そ の一

部 を 日本電子 製JLC-6AH型 全 自動 ア ミノ酸 分

析 計に かけ て測 定 した.

d)遊 離 ア ミノ酸 組成

遊離 ア ミノ酸 抽 出液 の調 整 はTallan et a1.8)

の 方法 に従 った,す な わ ち摘 出 した組 織 をただ

ちに重 量 測定,除 蛋 白の ため10～15倍 量の冷1

%ピ ク リン酸 液 中に 入 れ氷 冷下 ガラス 製ホ モジ

ナ ィザ ー で磨砕 した.沈 澱 物 は12,000r.p.m. 15

分 間冷 却遠 沈 除去 した.上 澄液 中 の過剰 の ピク

リン酸 をDowex 2×8の 樹 脂 で吸着 除去 後,樹

脂 を0.01NHClで5回 洗條 しア ミノ酸の紛失 を

.少く した.こ れ ら流 出液 を45℃ 以下 に 温度 調節

され た ロー タ リー エ バ ボ レー ター でほ ぼ乾 固す

るま で減圧 濃縮 し,次 いで 水1meに よ く溶か レ

た後1N LiOHでpH 7～8に 合 わせ 室温 で4時

間放 置 した. 1NHCIでpH 2.2に 合 わせ た後

3meに 定容,そ の一 部 を全 自動 ア ミノ酸分 析計

に か けて 測定 した.

実 験 結 果

I.子 宮 頸部 蛋 白量 の 変化

a.水 可 溶性 蛋 白量 の変 化

子 宮頸 部 の湿 重量 は妊 娠 経過 と共 に増加 す る

が,頸 部の水可 溶 性蛋 白量(湿 重量 当 り)は表1.

図2に 示す如 くであ り非妊 時138.7±10.3μg/mg.

w.wt.か ら妊 娠3日 目151.8±9.2μg/mg.w.wt.と

一時増加 したの ちは妊娠経過 と共 に徐 々に減少 し,

妊 娠20日 目には102.7±6.1μg/mg.w.wt.と 非妊時

に比 し有 意(P＜0.01, t検 定)に 減少 す る.

他 方 頸部 水分 量 は非 妊 時82T1%,妊 娠12日 目

83.3%, 18日 目84.6%, 20日 目84.4%と 軽度 に

増加 す るの で この結果 か ら換 算 す る と,子 宮頸

部 の水可溶 性蛋 白量 は乾燥重量 当 りでみても,非妊

時は乾燥組織成分 の77.5%,妊 娠12日 目76.3%, 18

日目70.8%そ して20日 目67.5%で あり,やは り軽度

に減少傾向 を認め る.組 織 を磨砕 し1N NaOHに

溶解 後測 定 した頸部 の総 蛋 白量 は,非 妊 時168.3

μg/mg.w.wt.(n=6),妊 娠9日 目162.9μg/

表1　 ラ ッ ト子宮頸部における湿重 量および水可溶性 蛋 白量の変化

(mean±S. D.)
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mg.w.wt.(n=5), 12日 目155.4μg/mg.w.wt.

(n:5), 15日 目139.6μg/mg.w.wt.(n=5), 18

日目127.2μg/mg.w.wt.(n=8)そ し て20日 目

128.5μg/mg.w.wt.(n=6)と 上 記 の 水 可 溶 性 蛋

白量 と類 似 の 経 過 で 変 化 し た.(図3.)

図2　 妊娠ラ ッ ト子宮頸部に於け る湿重量

および水可溶性蛋 白量の変化

図3　 妊娠 ラッ ト子宮頸部に於け る1N

 NaOH可 溶性 蛋 白量 の変化

子宮頸部 の 熟化 を促 進 す るとい われ るestriol

を妊娠15日 目ラ ッ トに投与 した ところ,投 与6

時間後 に頸部 水可 溶性 蛋 白量 は減 少 して110.4

μg/mg.w.wt.と な り, 1N NaOHに 溶解 後測

定 した頸部 総 蛋 白量 も130.0ug/mg.w.wt, (n=5)

と対 照群 に比 して 減 少 を認め た.

b.中 性塩 可溶性 蛋 白量 につ いて

平 川2)に よる と分 娩 前後 の ヒ ト軟化 頸 部 で 中

性 塩(0.45M NaCl)可 溶性 蛋白量 が著増 す ると

い う.そ こで著 者 は ラ ッ ト子 宮頸 蔀 の中性 塩 可

図4　 妊娠ラ ッ ト子宮頸部に於け る中性塩

(0.45M NaCl)可 溶性蛋白量の変化

図5　 中性塩(0.45M NaCI)可 溶性 蛋白の

電気泳動写真
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表2　 妊 娠 ラ ッ ト子 宮 頸部 に於 け る全 ア ミノ酸組 成 比 の変 化

Residues/1000 Residues

(Mean±S. D)

溶性 蛋 白が,妊 娠 経過 につれ どの様 に変 化す る

か を検 討 した.結 果 は図4に 示 す如 くであ り,

妊 娠12日 目よ り増 加 を認 め妊 娠20日 目には71.9

±12.0μg/mg.d.wt.と 非 妊時 に 比 して有意(p<

0.05に 増加 した. そ こで この 蛋 白成分 の 質的

変化 を明 ちか にす るため 電気 泳動 を行 った の で

あ るが 図5の 如 く非妊 時 と妊 娠20日 目 とで 有意

の差 を認 め ず.同 じ蛋 白成分 が 量的 に増 加 した

もの と考 え られ た。

妊 娠15日 目ラ ッ トにestriolを 投 与 し, 6時 間

後 に測定 した 中性 塩 可 溶性 蛋 白量 は71.0μg/

mg.d.wt.と 増加 し,電 気 泳動 の 結果 も上 記 変化

と同様 であ っ た.

以 上 の結 果 よ り子 宮頸 部 の 蛋 白組 成 にお い て

は,妊 娠 経週 につ れて質 的変 化 の生 ず るこ と,

またestriolに よって も類 似 の変 化 を生 ず る こ と

は 明 らか であ る.

II.子 宮頸 部 ア ミノ酸組 成 の変 化

妊 娠 経過 に伴 う子 宮 頸部 の全 ア ミノ酸組 成 比

の変 化 は表2に 示す 如 くであ る. collagen構 成

ア ミノ酸 に つ いて み る と, collagen特 有 のア ミ

ノ酸 で あ るHydroxyprolineは 妊娠 に よって減

少 し,妊 娠20日 .目には 非妊 時 の69.5%に まで減

少す る.他 方co11agenの 約1/3を 構 成す るGly

cineあ る いはcollagenの 約1/10を しめ るGlu

tamic acidの 妊 娠 経 過 に 伴 う変 化 は 少 く,

 Alanineは 非妊 時 に比 して増加 の傾 向 を認め る.

これ らの こ とか ら妊 娠 末期 にお いてcollagen

は減 少 す るが,何 らか の 非collagen性 蛋白の増

加 す るこ とが推 測 され る.

これ まで子 宮頸 部 の遊 離 ア ミノ酸 につ いての

報告 は まっ た く見 あ た らな い.こ れ は結合 組織

中 の遊 離 ア ミノ酸 の 量が 少 な いため 見過 されて

きた もの と考 え られ るが,今 回 ラ ッ ト子宮 頸部

につ いて検 討 す る とそ の組 成比 の変 化 は図6に

示 す如 くで あ る.妊 娠20日 目の子宮頸部(n=

5)に お い ては 非妊 時 の頸 部(n=6).と 異な り

Glutamic acid(Glutamineを 含 む)の 増 加 と

Glycineの 減 少 が 認 め ら れ,ま たProlineが

出現 す る.遊 離 のProlineは 妊 娠12日 目15.3

 Residues/1,000 Residues, 16日 目12.8, 18日

目15.6, 20日 目12.9と 変 化 し, Hydroxypro-
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図6　 ラ ッ ト子宮頸部に於 ける遊離ア ミノ酸組成の変化

図7　 妊 娠 ラ ッ ト子 宮頸 部 に 於 け るGlutamic acidお よ びGlycineの 組 成 比 の 変 化

lineも ご く少 量 で は あ る が 類 似 の 変 化 を示 し

た.遊 離 のGlutamic acid, Glycineの 妊 娠

経過 に伴 う変化 は 図7に 示 す如 くで あ り, Glu-

tamic acidは 妊 娠12日 目 よ り次 第 に増 加 し,

 (rlycineは 妊 娠 経過 につ れ次 第 に減 少す る.し

か し両 ア ミノ酸 とも全 ア ミノ酸 組 成分 につ い て

の 変化 は軽 度 で あ る.

estriolを 妊 娠15日 目ラ ッ トに投与 した ところ,

 6時.間 後 の全 ア ミノ酸 及 び遊 離ア ミノ酸 組 成 比

は,と もに妊 娠20日 目に類似 した組成比 とな った.
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考 案

上 述の 実験 結果 よ り子 宮頸 部 は妊娠 中一方 に

お いてはcollagenが 減 少 し,他 方 に お いて は何

らか の非collagen性 蛋 白が増加 す るとい う蛋 白

組 成 に質 的 な変化 を生 じ,そ の変 化 は妊 娠12日

目頃 よノり妊娠20日 目に至 るまで徐 々 に進 行す る

こ とが 明 らか であ る.子 宮頸 部の 固 形成 分の 約

90%は 結 合組 織 よ りな り,そ の主 構 成成 分 は蛋

白質 で あ り,と りわ けcollagenが その大部分 を

占めてい る.従 って子 宮頸部 熟化の機構 を解 明す

るには頸部蛋 白量, collagenお よび それ らを構

成す る ア ミノ酸分 析 の検 討は 重要 で あ る.こ れ

ま での子 宮頸 部 につ いてあ 生 化学 的検 討 は,ほ

とん ど非 妊時 と分 娩 前後 の ヒ ト頸 部 につ い て な

され た もの であ り,妊 娠 経過 に伴 う変化,伸 展

性 変 化 との関 連 につ いて の研 究 に乏 しい.

これ まで の研究 成 績 を通覧 す る と,子 宮頸 部

の単 位湿 重量 当 りの 蛋 白質量 につ いて野 田9)は

家 兎 の実 験か ら非 妊 時,妊 娠 末期 と もにそ の値

は変 わ らな い と報 告 し,後 藤10)は妊 娠末 期 は非

妊 時 に比 し約54%減 少す る と報告 しそ の結果 は

一 定 してい ない.今 回著 者の ラ ッ トの実 験 では,

水可 溶性 蛋 白量 は妊娠3日 目以 降徐 々 に減 少 し,

妊 娠20日 目には102.7μg/mg.w.wt.と 非 妊 時 に

比 し約26%減 少す る. 1N NaOHに 溶 解 後 測

定 した総 蛋 白量 も.同 じ様 な経過 を示 した.

平 川2)は 妊 娠末 期 の ヒ ト軟 化 頸部 に おけ る中

性 塩(0.45M NaCl)可 溶性 蛋 白量 が,非 妊 時

の437%に 著 増す るこ とを述 べ て い る.著 者 の ラ

ッ トを用 いた実験 で も,妊 娠12日 目よ り徐 々 に

増加 す る傾 向が 認め られ た.頸 部 水 分 量か ら換

算 した 乾燥重 量 当 り蛋 白量 が 減少す るに もかか

わ らず,こ の よ うに中性 塩可 溶性 蛋 白(脱 脂 ・

乾燥 重 量 当 り)が 増加 す るこ と,さ らに これ が

電 気泳動 の 結果単 一 の物 質 の増加 に よ る と同定

で きたこ とは.頸 部 蛋 白質 が托 娠経 過 につ れ て

質 的変化 をお こ してい る こ とを示 す もの であ る.

また この変 化 の経過 は,妊 娠初期 よ り12日 目 ま

で ほぼ一 定 した値 が続 きその後 急速 に 増加 す る

伸展 性 の変 化 と類似 して い る点興 味深 い.

つ ぎにcollagenに つ いては, Harkness et al.11)

が ラ ッ ト子 宮頸 管 を用 い ての実 験 で妊 娠 末期 に

その 濃度 が 減少 す る と報告 し.そ れ以 後 のBu

ckingham et al.12), Bryant et al.13)お よ び畝

木3)等 の研 究成 績 もそれ と同様 の成績 を報告 し

て い る. collagenの 構 成 ア ミノ酸 につ い ては,

 Danforth et a1.14)が ヒ ト子 宮頸 部 のア ミノ酸 分

析 か らHydroxyprolineは 分娩 直 後 に非妊 時の

約64%に 減 少す るが他 方Tyrosine, Phenylala

nineが 逆 に増加 す る事 を認め,こ の事 か ら分

娩 直 後 の頸管 で はcollagenは 減 少す るが非col

lagen蛋 白の増 加 す る事 を示 唆 した. Karube

 et al.15),平 川16)はcollagen除 去 後の分 析 か ら

分 娩 直後 で は8 Murea可 溶性 画 分の 著増,さ

らに これ が酸 性 構造糖 蛋 白で あ ろ うと報告 して

い る.し か しこれ らは いつ れ も非妊 時 と分娩前

後 を比較 した実 験 であ る.著 者 が ラ ッ ト子 宮頸

部 の 全 ア ミノ酸 を分 析 した結果 で は, Hydro

xyprolineの 乾 燥 重 量 当 りの組 成 比は妊娠12日

目よ り徐 々 に減 少 し, 20日 目には 非妊 時の69.5

 %に な る.つ ま りcollagenが 約30.5%減 少 する.

他 方 全 ア ミノ酸 分析 か ら算 出 され る妊 娠期 間 中

の 蛋 白量 の 減少率 は12.5%と な り,前 述 の総 蛋

 白量 の定 量 か ら得 られ た減 少率10.0%と ほぼ一

致 した.こ の 蛋 白量の 減 少 とcollagen量 の減少

との分 離は,非collagen性 蛋 白の 増 量 を意味

す る.

子 宮 頸部 の 蛋 白特 にcollagenの 減少の原因と

しては 次の 様 な こ とが 推 測 され る.第 一に は,

 collagen生 成 の減 退 で あ る.一 般 に 蛋 白質 を構

成す るア ミノ酸 は.そ れ ぞ れの遊 離 のア ミノ酸

に 由来 す るがcollagenに 於 い ては,遊 離のHy

droxyprolineはco11agen中 に は と りこ まれ ず

遊 離のProlineと して と りこ まれ た後 水酸 化さ

れ, collagen中 のHydroxyprolineに なる とさ

れ て い る17).今 回の 遊 離ア ミノ酸分 析 によると,

 Prolineは 妊娠12日 目よ り増 加 し,更 に その前駆

 物 質 ともな りう るGlutamic acidは 妊娠14日 目

以 降増 加 す る.こ の こ とは遊 離のProlineの 組

 織 内 と りこみの 減 少.し たが っ てHydroxypro

lineの 生成 減 少す なわ ちcollagenの 生合成 が減

 弱 して い る もの と考 え られ る.

第 二 にはcollagen蛋 白の 分解 の亢 進 である.

これ はcollagen線 維 生成 ・分 解 に関 与す る とい

われ る線維 芽細 胞 の 著増(呉18)),肥 満細胞の著
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減(井 上19))お よび不安 定 な状 態 に あ るco1

lagen線 維 を異 物 と認 識,貧 食 して しま う大 喰

 細胞の増加 等 の結果 か ら考 え られ るこ とで あ る.

が,し か し,そ の分 解 の量 は著 者 の ア ミノ酸 分

析か らみ て 多 くは な い と考 え られ る.す なわ ち

遊離ア ミノ酸 の量 は全 ア ミノ 酸 に 比 して 少量 で

 あ るの で,蛋 白質 の微 量の 変化 で も遊 離 ア ミノ

酸は大 き く変動 す る と思 われ る.と ころが 遊 離

ア ミノ酸 の うち特 にcollagenと 密 接な関係 にあ

るProlineお よびHydroxyprolineの 妊 娠 経過

 に ともな う変化 は わずか であ り,したが ってco1

lagenの 急 速 な分 解 が起 きて い る とは考 えに く

いか らで あ る.

estrio1投 与 に よ り妊娠 子 宮柔 軟化 が促 進 され

ることは,臨 床的 によ く経験 され る ところであ る.

森 等20)はStrain Gaugeを 用 い たtransducerで

ラ ッ ト子 宮頸部伸 展 性が 増す ご とを確認 し,畝

 木3)は 水分 量の 増加 とcollagen濃 度の減 少 を認

め この こ とが伸 展性 増加 と密 接 な関 係が あ る と

指摘 し,い つ れ も熟 化促 進作 用 を認 め て い る.

今 回著者 の妊 娠15日 目ラ ッ トに1mg/kg, 1回 皮

下 注射 した実験 では,頸 部湿 重 量 及び脱 脂.乾

燥重 量当 り中性 塩 可溶性 蛋 白量 の増加,湿 重 量

当 り水可 溶性 蛋 白量 及 び乾燥 重 量 当 り蛋 白量の

減少,そ してア ミノ酸分 析 に於 け る妊 娠 末期 に

よ り近似 した数値 等 の結 果が 得 られ た.こ れ ら

の結果 は, estriolの 子宮頸 熟化促 進 作用 に 蛋 白

の量 的 ・質 的面 よ り新 たな る支持 を与 え る もの

である.安 藤等21)はア ミノ態 窒素 量 及 び32P

 uptakeの 増加か ら子宮頸部組 織 中の 蛋 白量 の増

加 を認め,野 田9)も 単 位 重 量 当 り蛋 白量 が1.3

倍に増加 した と報 告 して お り今 回6実 験 歳績 と

一致 しない
.が,彼 等 の報 告 とは, estffolの 投

与量 とその 日数 が 異 な り 実 験動 物 が モル モ ッ

ト,家 兎 と異 な って い る点,さ ちに 去勢 後 で あ

り.妊娠15日 目て ない 点等 に起 因す る もの と考 え

られ,子 宮頸 熟化 作用 とは別 に して 考 え なけれ

,.ぼな らない こ とと思 われ る
.

以上の様 な 点 よ り,こ れ ら子 宮頸部 蛋 白量,

 collagen量,ア ミノ酸 組成 等 の妊 娠 経過 に伴 う

変化 は頸部伸 展 性 の変化 に先行 し近似 して い る

のであるが,伸 展性 に み られ る様 な分 娩 直前 の

急激 な変 化 ほな く,従 って 今 回の 検討 か ら得 ら

れ た頸 部 蛋 白代謝 は,伸 展性 の 変化 に ひ とつ の

大 きな役 割 を果 して い る と考 え られ るが,更 に

他 の 因子 た とえ ばglycosaminoglicansの 変 化1)

等 も加 わ って 総合 的 な結 果 として 熟化 が完 成 さ

れ るもの と考 え られ る。

結 語

妊 娠 時の 子 宮頸 部熟 化機 序 を解 明す る 目的で,

ラ ッ トを用 い妊 娠 経過 に伴 う子 宮 頸部 の 蛋 白量,

 collagen量 の変 化 お よび ア ミノ酸 組 成比 の変 化

を検 討 した.ま た妊 娠15日 目ラ ッ トにestriolを

投与 した効 果 も検討 し,こ れ らと伸 展性 の変化

を対 比 し,次 の 様 な結論 を得 た.

1.子 宮頸部 に於 け る蛋 白量 の う ち,水 可 溶性

蛋 白量 は妊娠3日 目以 降除 々 に減 少 し妊 娠20日

目には 非妊 時 の74.0%と な り,ま た1N NaOH

に 溶解 後 測定 した総 蛋 白量 も同 じよ うな経 過 で

減少 す る.他 方,中 性塩(0.45MNaC1)可 溶

性 蛋 白量 は妊 娠 経過 と共 に次 第に 増加 した.こ

の こ とは妊娠 経過 につ れて 子 宮頸 部の 蛋 白組 成

に質 的変 化 の生 じて い るこ とを示す もの である.

2.子 宮 頸部 全 ア ミノ酸分 析 の結 果 で, collag㎝

に特 有 なア ミノ酸 であ るHydroxyprolineの 組

成 比 が妊 娠20日 目には 非妊 時 の69.5%に 減 少 す

るが, collagenの 約l/3を 構 成す るGlycine及

び約1/10を しめ るGlutamic acidの 妊 娠経 過 に

伴 う変 化 は 少 く, Alanineは 増 加 の傾 向 を認 め

る.こ の こ とか ら妊 娠 末期 に はcollagenは 減

少す るが 非collagen性 蛋 白の 増加す るこ とが推

測 され る.

3.妊 娠l5日 目 ラ ッ トにestriolを 投与す ると頸

部 の 水可 溶性 蛋 白量 お よび総 蛋 白.量は減 少す る

が,中 性 塩可 溶性 蛋 白量 は増加 し,ま だア ミノ

酸 分析 の結 果, collagenの 減 少 も認 め られ妊 娠

末期 に近 い数 値 が得 られ た.こ のこ とはestriol

に子 宮 頸部 熟化促 進 作 用が あ る とす る今 まで の

見解 に新 た な る.支持 を与 え る もの であ る.

4.子 宮頸 部 蛋 白量, collagen量 お よびア ミノ

酸 組 成 の妊娠 経 過 に伴 う変 化 は,頸 部伸 展 性 の

変 化 に類 似 し,頸 部 蛋 白代 謝 と頸部 伸 展性 の 変

化 に密 接 な 関係 が あ る と考 え られ る.

稿 を終るに臨み,御 指導御校 閲を賜わ りました恩
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Changes of protein contents and amino acid compositions 

of the uterine cervix during. pregnancy 

Katsumi SATO
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(Director: Prof. K. Sekiba)

In order to elucidate the increase in cervical dilatability and softening towards the end 

of gestation, the relationship between the changes in the extensibility and proteins, collagen 

contents and amino acid compositions of the uterine cervix in rats was studied.

1. Water-soluble proteins increased from the beginning of gestation to approximately third 

day of pregnancy, after then decreased gradually to the 20th day. Changes of total protein 

which was measured after solved by 1N NaOH was found to be similar to that of water-soluble 

proteins. On the other hand, 0.45M NaCl-soluble proteins increased gradually during gestation, 

whereas gel electrophoresis pattern of nonpregnant and 20th day of pregnancy showed the 

same pattern. This indicates the qualitative changes of cervical proteins during gestation.

2. In the cervix at 20th day of pregnancy, on the amino acid composition, Hydroxyproline 

values by which collagen was characterized were 69.5% of those in the nonpregnant cervix, 

whereas upon certain amino acids, Glycine and Glutamic acid, no significant change was 

observed. This indicates the decline of collagen and the increase of noncollagenous proteins.

3. Estriol caused some decrease in the water-soluble proteins and 1N NaOH-soluble total 

proteins of cervix of the 15th day pregnant rats, whereas increase in the 0.45M NaCl-soluble 

proteins, and on amino acid composition similar to that of 20th day pregnant rats. This in

dicates the stimulating effect of estriol on ripening of the uterine cervix in rats.

4. From these findings changes of proteins, collagen contents and amino acid composition 

of the uterine cervix in rats is generally similar to the changes of extensibility during gestation, 

thus it is assumed that the protein metabolism is intimately related with ripening of cervix 

uteri.


